
Ⅰ．はじめに

　本学部における領域実習は、３年生後期から開始さ

れる。その中で、周術期看護実習は３週間の実習期間

があり、臨地実習を通して、周術期にある患者を学生

が１～２名受け持ち、看護過程の展開を行う、患者に

現在起きている又は、今後起きると予測されるリスク

に対して看護問題を立案し、看護問題の解決のために

日々看護実践を行う。看護実践を行うためには、まず

患者情報を収集し、情報の整理、分析を行い、看護問

題を抽出する。抽出された看護問題の優先順位を考え、

ケアプランを作成、実施、評価、修正を繰り返しなが

ら、患者が社会復帰するまでの看護実践を臨地実習で

学習するのである。この３年生後期から始まる臨地実

習のために、２年次より、各領域で看護過程の展開を

学習する。多くの場合、ペーパーペイシェントが提示
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され、その情報から看護問題を抽出するのである。患

者の疾患名から病態を調べ、根拠に基づいた看護を提

供する学習を行う。しかしながら、ペーパーペイシェ

ントにおける情報は、限定的であり、必要な情報がす

でに提示されていることが多く、実際の患者のような

経時的な情報から看護に必要な情報をピックアップし、

アセスメントすることが難しい。また、臨地実習にお

いては、患者の情報を収集するために電子カルテを使

用して行うが、電子カルテには情報量が大変多く、学

生は戸惑いを抱いている。

　近年、周術期管理の進歩により、入院期間が短縮さ

れたことから、患者の情報をできるだけ早期にアセス

メントし、看護問題を解決に導く援助を実践する能力

が求められる。しかしながら、学生は、周術期看護を

実践するために適切な情報を得るため、慣れない操作

でどこを閲覧したら必要な情報が得られるのかと、実

習時間の多くを電子カルテの前で費やしている。そこ

で、今回、臨地実習に向けて必要な情報を速やかに収

集できるように、教育用電子カルテを導入した。教育

用電子カルテの導入の効果に対してアンケート調査を

行い、周術期看護実習の情報収集トレーニングにおけ

る教育用電子カルテの導入の効果と、今後の病棟実習

に向けた学内での看護過程の展開の学習と技術演習の

在り方を検討した。

Ⅱ．方法

１．調査対象者

　本学部に在籍する３年生で、2022 年 10 月～

2023 年２月の期間に、領域実習の中で周術期看護実

習を行った 81名を対象とした。

２．調査方法

　学内実習では、事例患者の看護過程の展開と術後観

察、寝衣交換の技術演習を行った。事例患者は、教育

用電子カルテ上に登録されている患者より教員が選定

し、学生へ提示して必要な情報収集を行ってもらった。

使用する教育用電子カルテは、Medi-LX社の「Medi-

EYE」で、学生は IDとパスワードでログインし、患者

名を選択して、患者基本情報、診療録、経過表などか

ら必要な情報を収集した。また、教育用電子カルテの

公開を学内実習日の５日間の９時から 16時までとし

て、情報収集する時間を限定することで、臨地実習で

限られた時間内での情報収集を行うことを意識づけた。

　周術期看護実習は３週間の実習期間中に、グループ

単位で臨地実習を行うが、一度に実習を行う学生の人

数に制限を設けており、１つのグループを半分に分け

て臨地実習を行っている。前半に臨地実習を行い、そ

の後学内実習を行う学生（以下：前半学生）と最初に

学内実習を行い、後半に臨地実習を行う学生がいる（以

下：後半学生）。そして、３週間の周術期実習が終了

した後に Googleフォームにてアンケート調査を行っ

た。

３．調査内容

　教育用電子カルテを使用した学内実習に対して、前

半学生と後半学生のそれぞれが、周術期看護に関連す

る情報収集に関して、今回、導入した教育用電子カル

テの中で、看護実践にどの情報が役立ったのか、術後

経過の経時的情報を収集できたか、技術演習における

援助計画や技術演習に役立ったか、教育用電子カルテ

の情報収集が病棟実習の情報収集に活かされたかを

リッカート尺度４件法にて質問をした。また、実践力

の向上につながったか、自由記載として、教育用電子

カルテを使用した看護過程の展開の学習に役立ったこ

とや感じたことの回答を求めた。

４．倫理的配慮

　本調査は、順天堂大学保健看護学部研究等倫理委員

会の承認を受けて実施した（順保倫第４-11 号）。ア

ンケート調査の実施に当たり、強制力が働かないよう
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に、周術期実習を担当しない教員から調査に関する説

明を行い学生に協力を依頼した。アンケート調査の参

加不参加は自由意志であること、不参加による不利益

は受けないこと、匿名性を確保すること、本調査は周

術期看護実習の成績には影響しないことを説明した。

Ⅲ．結果

１．回答数および回答率

　アンケート実施の結果、前半 17 名、後半 19 名、

合計 36名（回答率 45.7％）の回答が得られた。

２．周術期看護にどのような情報が役に立ったか。

（図１）

　学生が周術期看護を行うために、教育用電子カルテ

の事例患者から収集した情報の中で、患者の情報を分

析し、看護問題を抽出するために役に立った情報を回

答したものを示したものである。現病歴、既往歴、術

式の情報、術前検査、術中の情報、術後経過、家族の

情報と看護過程の展開を行うために、術前から術後を

通して患者の情報を収集していた。

３．術後の患者の経過を情報収集できたか。（図２）

　術後の経過の経時的な情報収集に関して、すべての

学生が、「非常にできた」「できた」「まあまあできた」

と回答をしており、教育用電子カルテから事例患者の

術後経過を収集することができていた。

４．情報収集トレーニングにおける教育用電子カルテ

の導入が、技術演習「術後観察」の観察項目の抽

出と看護実践につなげることができたか。（図３）

　前半学生全員が「非常にできた」「できた」「まあま

あできた」と回答した。一方、後半学生の 2.3％は教

育用電子カルテのよる情報収集トレーニングが技術演

習において、観察項目の抽出と実践につながったと

思っていないと回答した。

５．情報収集トレーニングが、看護過程や技術演習の

実践力の向上につながったか。（図４）

　教育用電子カルテを利用した情報収集トレーニン

グが、実践力の向上につながったかに、前半学生は
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され、その情報から看護問題を抽出するのである。患

者の疾患名から病態を調べ、根拠に基づいた看護を提

供する学習を行う。しかしながら、ペーパーペイシェ

ントにおける情報は、限定的であり、必要な情報がす

でに提示されていることが多く、実際の患者のような

経時的な情報から看護に必要な情報をピックアップし、
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る教育用電子カルテの導入の効果と、今後の病棟実習
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在り方を検討した。

Ⅱ．方法

１．調査対象者

　本学部に在籍する３年生で、2022 年 10 月～

2023 年２月の期間に、領域実習の中で周術期看護実

習を行った 81名を対象とした。

２．調査方法

　学内実習では、事例患者の看護過程の展開と術後観

察、寝衣交換の技術演習を行った。事例患者は、教育
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て、情報収集する時間を限定することで、臨地実習で
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単位で臨地実習を行うが、一度に実習を行う学生の人

数に制限を設けており、１つのグループを半分に分け

て臨地実習を行っている。前半に臨地実習を行い、そ

の後学内実習を行う学生（以下：前半学生）と最初に

学内実習を行い、後半に臨地実習を行う学生がいる（以

下：後半学生）。そして、３週間の周術期実習が終了

した後に Googleフォームにてアンケート調査を行っ

た。

３．調査内容

　教育用電子カルテを使用した学内実習に対して、前

半学生と後半学生のそれぞれが、周術期看護に関連す

る情報収集に関して、今回、導入した教育用電子カル

テの中で、看護実践にどの情報が役立ったのか、術後

経過の経時的情報を収集できたか、技術演習における

援助計画や技術演習に役立ったか、教育用電子カルテ

の情報収集が病棟実習の情報収集に活かされたかを

リッカート尺度４件法にて質問をした。また、実践力

の向上につながったか、自由記載として、教育用電子

カルテを使用した看護過程の展開の学習に役立ったこ

とや感じたことの回答を求めた。

４．倫理的配慮

　本調査は、順天堂大学保健看護学部研究等倫理委員

会の承認を受けて実施した（順保倫第４-11 号）。ア

ンケート調査の実施に当たり、強制力が働かないよう

2 影山孝子：周術期看護実習の情報収集トレーニングにおける教育用電子カルテの導入の効果 49順天堂大学保健看護学部　順天堂保健看護研究　第 12巻（2024）



94.1％が「はい」の回答をしているが、後半学生は「は

い」の回答が 73.3％であった。

６．情報収集トレーニングが今後の実習（他領域を含

む）に活かされるか。（図５）

　前半学生、後半学生ともにすべての学生が、「非常

に活かされる」「活かされる」「まあまあ活かされる」

と回答した。

７．自由記載

　自由記載では、ペーパーペイシェントと異なり自ら

が情報を意図的に収集しなければならず、必要な情報

を収集する力がついたこと、多職種の情報も載せられ

ていることから情報が看護問題の立案に活かせるとの

記載があった。

Ⅳ．考察

　今回導入した教育用電子カルテの活用は、臨地実習

において電子カルテでどこを閲覧すると周術期看護に

必要な情報を収集することができるのかということに

おいて、学生は術前から術中、術後だけでなく、既往

歴や術前検査からも情報を収集できていると回答して

いる。これらは、周術期にある患者の全体像をとらえ

るためには必要であり、術前には患者のリスクを評価

し、術後には、合併症の予測や社会復帰支援には欠か

せない情報である。また、今回の教育用電子カルテを

使用した事例患者の看護過程の展開と技術演習は、実

践力の向上や今後の実習に活かされると考えており、

教育用電子カルテを導入した効果はあったと考える。

しかしながら、看護実践するためには、情報収集によ

り得られた情報からアセスメントをして看護問題を抽

出し、ケアプランを立案して実施と評価を繰り返して

いかなければならない。知識とアセスメント力、技術

力の向上が求められる。香川は、「学内の学習は、情

報を能動的に収集しなくても何とかなると学生は考え

ているが、臨地実習では、自ら積極的に情報を収集し、

問題を積極的に解決していかなければそこでの学生の

学習動機である患者の状態改善が果たせない1）。」と

述べている。また、『「合格点の取得」が学習の動機や

目的であり、臨地実習は、「患者の状態改善」が学習

の動機や目的である1）。』と述べており、患者の情報

から現在の状態や今後予測されることをアセスメント

し、どうすれば患者の状態改善に導くことができるか

という、患者の状態改善を目指した看護を学内でも行

うことが、臨地実習への効果的なつながりになると考

える。

　近年、入院期間が短縮されている。手術目的で入院

している患者も同様に入院期間が短縮している。その

ため、看護師は速やかに患者の情報を収集し、アセス

メントを行い、看護問題を抽出し、看護実践、評価を

繰り返し、術後合併症の予防にむけた看護実践と社会

復帰に向けた支援を術前から行っている。看護基礎教

育を学ぶ学生においても、臨地実習では短い入院期間

の中で、患者の疾患や術式、社会的背景に合わせた看

護を実践することが求められる。

　また、臨地実習において電子カルテは、個人情報で

あるため、患者に同意が得られてから学生は患者情報

を閲覧することができる。電子カルテは、膨大な情報

量があり、どこを閲覧すればいいのかという操作方法、

どんな情報を収集すればよいのかといういうことに戸

惑う学生が多い。千田は、臨地実習において学生の状

況を「日々変化する患者の身体的状態を把握し、患者

の状態に合わせて多面的にアセスメントして看護過程
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図５ 今後の実習に活かされるか
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を展開し、記録することに対し困難感を抱いている2）。」

と示しており、特に患者の状態が日々変化する周術期

看護では、患者の全体像を捉えて患者のリスクを評価

し、合併症の予防と予測をするためにどのような情報

からアセスメントするかという知識が求められる。ま

た、中本は、「看護過程を展開するには、患者の全体

像を捉え分析し、看護問題を明確にした上で、それを

解決するための看護計画を立案、実施し、さらに評価

するという一連の組織的な問題解決の過程を辿るため

に、思考と行動を連動させていく必要がある。そのた

めに、情報を早い時期に整理する力や、そして今後の

予測を立てていく力などを必要とする3）。」と述べて

いる。いち早く必要な情報が収集できる能力の向上は、

必要な情報を収集する行動とアセスメントをする思考

により、入院期間が短縮している患者に対して、患者

の状態に合わせて速やかに看護実践ができる第一歩で

あると考える。

　土井は、「学生が電子カルテ操作に慣れておくこと

が必要であり、実習前に触れておくだけでもイメージ

しやすいと思っており、電子カルテ教育システムを使

用する効果が得られていると考えられる4）。」と述べ

ており、今回、病院の電子カルテに近づけた情報収集

ツールを活用することで、臨地実習で電子カルテによ

る情報収集への、苦手意識の解消がされ、さらには、

周術期にある患者に対してどのような情報を収集する

かを理解しておくことで、臨地実習を効果的に進める

ことができると考える。また、平野が教育用電子カル

テの活用を、「基礎看護学実習Ⅱの学生による教育用

電子カルテを用いた学内実習において、グループ内の

検討を繰り返し、看護上の問題を整理していくことが

可能となったと推察しており、さらに事例の顕在的な

看護問題を検討し、優先順位を決定することが出来て

いた5）。」と評価している。本学部で、２年次に行う

基礎看護実習からさらに知識を深めて臨む領域実習の

学生が、看護過程の展開の取り組みを行うことは、学

生間の意見交換や教員による指導を重ねることで、臨

地実習への効果的な準備になると考える。以上により、

教育用カルテの導入をして、実習前の演習で意図的に

情報を収集して看護過程の展開を行うことにより、臨

地実習で適切な情報収集と情報の整理が行われ、今後

を予測した問題解決のための看護実践につながること

が期待できる。

　臨地実習学生受け入れ状況から、前半学生は「臨地

実習から学内実習」と後半学生は「学内実習から臨地

実習」という実習の流れになっているが、今回の教育

用電子カルテの導入は、前半学生、後半学生どちらの

学生もそれぞれ情報収集トレーニングの効果が得られ

ていると考え、今後の実習への有用性が示唆された。

つまり、臨地実習前に学内実習を経験した学生は教育

用電子カルテの活用による情報収集トレーニングを経

て、病棟での実際の電子カルテの利用に戸惑うことが

少ない。臨地実習後に学内実習を経験した学生は、情

報収集に基づく判断からケア実施評価に至る思考の道

筋が再確認でき、また看護援助の振り返りとしての教

育用電子カルテを活用した情報収集トレーニングで

あったと考える。しかしながら、教育用電子カルテを

活用した情報収集が、術後観察の看護技術の観察項目

の抽出と実践につながらなかったと評価した学生がい

たことに対しては、経時的な事例の提示方法を検討し、

その時々の患者の状態から実践を考える、臨床判断能

力を高めるための学内での学習方法を検討していく必

要がある。

　今後の課題は、看護実践には適切な情報を収集して、

その情報を適切に分析できているかというアセスメン

ト能力や看護実践能力、臨床判断能力が必要なことで

ある。教育用電子カルテ導入の効果は得られたため、

今後、アセスメント能力の向上や看護実践能力の向上

を目指した効果的な教材の開発の検討を行っていく必

要があると考える。
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94.1％が「はい」の回答をしているが、後半学生は「は

い」の回答が 73.3％であった。

６．情報収集トレーニングが今後の実習（他領域を含

む）に活かされるか。（図５）

　前半学生、後半学生ともにすべての学生が、「非常

に活かされる」「活かされる」「まあまあ活かされる」

と回答した。

７．自由記載

　自由記載では、ペーパーペイシェントと異なり自ら

が情報を意図的に収集しなければならず、必要な情報

を収集する力がついたこと、多職種の情報も載せられ

ていることから情報が看護問題の立案に活かせるとの

記載があった。

Ⅳ．考察

　今回導入した教育用電子カルテの活用は、臨地実習

において電子カルテでどこを閲覧すると周術期看護に

必要な情報を収集することができるのかということに

おいて、学生は術前から術中、術後だけでなく、既往

歴や術前検査からも情報を収集できていると回答して

いる。これらは、周術期にある患者の全体像をとらえ

るためには必要であり、術前には患者のリスクを評価

し、術後には、合併症の予測や社会復帰支援には欠か

せない情報である。また、今回の教育用電子カルテを

使用した事例患者の看護過程の展開と技術演習は、実

践力の向上や今後の実習に活かされると考えており、

教育用電子カルテを導入した効果はあったと考える。

しかしながら、看護実践するためには、情報収集によ

り得られた情報からアセスメントをして看護問題を抽

出し、ケアプランを立案して実施と評価を繰り返して

いかなければならない。知識とアセスメント力、技術

力の向上が求められる。香川は、「学内の学習は、情

報を能動的に収集しなくても何とかなると学生は考え

ているが、臨地実習では、自ら積極的に情報を収集し、

問題を積極的に解決していかなければそこでの学生の

学習動機である患者の状態改善が果たせない1）。」と

述べている。また、『「合格点の取得」が学習の動機や

目的であり、臨地実習は、「患者の状態改善」が学習

の動機や目的である1）。』と述べており、患者の情報

から現在の状態や今後予測されることをアセスメント

し、どうすれば患者の状態改善に導くことができるか

という、患者の状態改善を目指した看護を学内でも行

うことが、臨地実習への効果的なつながりになると考

える。

　近年、入院期間が短縮されている。手術目的で入院

している患者も同様に入院期間が短縮している。その

ため、看護師は速やかに患者の情報を収集し、アセス

メントを行い、看護問題を抽出し、看護実践、評価を

繰り返し、術後合併症の予防にむけた看護実践と社会

復帰に向けた支援を術前から行っている。看護基礎教

育を学ぶ学生においても、臨地実習では短い入院期間

の中で、患者の疾患や術式、社会的背景に合わせた看

護を実践することが求められる。

　また、臨地実習において電子カルテは、個人情報で

あるため、患者に同意が得られてから学生は患者情報

を閲覧することができる。電子カルテは、膨大な情報

量があり、どこを閲覧すればいいのかという操作方法、

どんな情報を収集すればよいのかといういうことに戸

惑う学生が多い。千田は、臨地実習において学生の状

況を「日々変化する患者の身体的状態を把握し、患者

の状態に合わせて多面的にアセスメントして看護過程
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